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SM-A-26-021-30

出力範囲・承継資料に関する継続照会の受領登録

受付別簿と提供電子出力の作成範囲について、資料保有者への追加照会を登録します。

原資料作成日 2026.12.15

原作成・担当 業務管理部　久瀬 由紀／確認：代表　汐森 怜司

文書番号 SM-A-26-021-30

2026年12月14日付SM-I-26-021-14で整理した事項のうち、受付14行と提供電子出力の対応経路について追加照会を

行う。榛瀬施設管理で立会開封した対象は照合票別紙の返却用複製7枚・14行であり、今回の受領登録によって開封の

対象や結果を変更しない。

照会対象は、2017年に委託元から提供された入退室電子出力の依頼条件、生成・納品の記録、および受付符号から別

帳票へ参照する対照記録とする。資料の承継先として回答のあった啓承事業管理株式会社を窓口へ登録し、旧委託元

から同社へ至る保有経路も確認する。受領先の名称だけで原記録の作成者を置き換えない。

朝倉は出力単位と参照欄を照合し、三浦は本人説明と施設側記録の追加確認を担当する。真壁は当時の依頼範囲と回

答の経過を確認し、業務管理部は提供範囲と利用目的を管理する。相良真帆と遠野直人への追加照会は、それぞれ本

人の希望する連絡経路と資料利用範囲を確認して行う。

相良の対象日・対象ロットに関する理由記録訂正、保全解除申請の差戻し、旧資料の保全、2027年4月の本運用延期

は有効なものとして引き継ぐ。本照会の受領・途中経過を、それらの決定の撤回や事業の再開承認として扱わない。

継続照会の対象と担当

対象 照会する記録 担当

入退室電子出力 依頼条件・生成・納品控え 情報解析部　朝倉 紬

受付別簿の参照 14受付符号と出力単位の対応 朝倉 紬／真壁 修一

資料保有経路 旧委託元から啓承への承継明細 業務管理部　久瀬 由紀

本人への追加照会 利用目的・提供範囲・回答方法 第一調査部　三浦 航
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SM-A-26-021-30 保存記録 / 提供用抄録

提供・参照情報

提供日 2026.12.15

抄録作成日 2026.12.15

原資料の出所・保存経路 SM-26-021の受領原簿と継続照会決裁。2026年12月14日付最終追補は別の記録として保持。

作成・提供の目的 返却用複製の内容確認後も残った出力経路と、提供資料の管理主体を照会担当へ引き継ぐ。

原資料本文とは別に付した参照先です。参照情報更新日：2027.02.19

従前の原資料再照合・本運用移行に関する最終追補 ↗

出力依頼票 OM-G-17-0612-02 ↗

出力生成・納品控え OM-S-17-0613-02 ↗

本資料はフィクション作品の一部です。作品案内：https://shiomori.piveh.com/about-this-site/
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